
【 専門分野 老年看護学 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

高齢者の理解 1 15時間（8回） 1年次・後期 松下 由紀子 

実践的教育内容 

看護師として 5 年以上従事し（専門領域：老年期において 3 年以上の業

務従事も含む）専任教員として必要な研修で老年看護学の領域について

の教授方法を修了した者が、老年の発達課題から健康障害の特徴につい

て教授する 

学

習

目

標 

1. 高齢者とはどういう人かを理解する 

2. 人間のライフサイクルにおける老年期の特徴を身体的・精神的・社会的・霊的側面から理解

する 

3. 老年看護の基本を理解する 

4. 倫理的観点を持ち、高齢者の尊厳について考えることができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

■３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

□５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

□６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1回 

 

2回 

 

 

 

 

 

 

3回 

 

4回 

１．老いるということ 

 

１．老いを生きるということ 

１）インタビュー 

２）時代背景（歴史） 

３）時代の変遷 

４）老年期と発達・変化 

 

 

１．高齢者の定義 

 

１．加齢と老化 

２．加齢の伴う 3側面の変化 

３．老年期の特徴 

４．発達課題 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

5回 

6回 

 

 

 

 

 

 

7回 

 

 

 

 

8回 

５．高齢者疑似体験 

１）老化を体験する 

２）生活への影響を考える 

 

＊クラスの半分は 

      DVD鑑賞 

 

 

６．高齢者の健康 

７．高齢者にとっての QOL 

８．多様な生活の場 

９．老年看護の特徴 

 

まとめ・終講試験 

演習 

演習 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義・ 

  試験 

 

評価 

方法 

筆記試験   80点 

レポート試験 20点 
教科書 

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 

 老年看護 病態・疾患論（医学書院） 

国民衛生の動向 

 

 

 



【 専門分野 老年看護学 】 

科目 
単

位 
時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

高齢者の暮らしを支える看護

Ⅰ 
1 

30時間（15回） 
①8時間（4回） 
②4時間（2回） 
③8時間（4回） 

 ④10時間（5回） 

2年次・ 

前期 

① 休場 惠美子 
② 奥村 庸祐 
③ 森野 幸代 
④ 黒川 新吾 

実践的教育内容 

地域包括センターで１０年以上勤務経験のある看護師が、老年保険（介護保険制度含む）に

ついての内容とその活用について教授する 

回復リハビリ病棟を持つ中小病院で、２０年以上の勤務経験のある看護師が高齢者の生

活・症状・治療処置別看護について教授する 

学習

目標 

1. 高齢者を取り巻く社会の特徴と諸問題、社会制度を理解する 

2. あらゆる健康レベルにある高齢者の自立を考慮した日常生活行動に必要なケアの技法を理解する 

3. 高齢者によくみられる身体症状を理解し、アセスメントから看護を考えることができる 

4. 治療に関するマネジメントとケアの技法を理解する 

D 

P 

と

の 

関

連 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

■２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

■３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1回 

2回 

(休場) 

 

 

 

 

 

3回 

4回 

(休場) 

 

 

 

5回 

6回 

(奥村) 

 

7回 

8回 

(森野) 

１．高齢者の生活に関連する保健

医療制度 

１）保健医療福祉の変遷 

２）医療保険制度 

３）介護保険制度 

４）高齢者の人権に関する制度 

５）岸和田市の現状 

 

２．老年看護の倫理 

１）高齢者差別の防止 

２）高齢者虐待の防止 

３）安全確保と身体拘束 

４）高齢者の権利擁護 

 

３．高齢者の生活機能を支える看

護 

１）日常生活の基本動作 

 

４．高齢者の生活機能を支える看

護 

１）日常生活の基本動作 

２）食事・食生活 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

演習 

演習 

 

 

講義 

講義 

9回 

10回 

(森野) 

 

 

11回 

12回 

(黒川) 

 

 

 

13回 

14回 

(黒川) 

 

 

 

 

 

15回 

(黒川) 

３）排泄・清潔 

４）生活リズム 

５）コミュニケーション 

６）セクシュアリティ 

７）社会参加 

 

５．高齢者に特有な症候のアセス

メントと看護 

１）発熱・痛み・掻痒・脱水 

２）嘔吐・浮腫・倦怠感 

３）褥瘡・スキン-テア 

 

６．治療を必要とする高齢者への

看護 

１）検査を受ける高齢者の看護 

２）薬物療法を受ける高齢者の看

護（ポリファーマシー、服薬管理） 

３）手術を受ける高齢者の看護 

 

まとめ 

終講試験 

講義 

講義 

 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

試験 

評価 

方法 

筆記試験   100点 

（ ①30点 ②20点 ③25点  ④25点） 
教科書 

系統看護学講座 専門分野 

 老年看護学 

 老年看護 病態・疾患論  （医学書院） 

 



【 専門分野 老年看護学 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

高齢者の暮らしを支える看護

Ⅱ 
1 

30時間（15回） 

①14時間（7回） 

②10時間（5回） 

③ 6時間（3回） 

2年次・後期 

① 烏野 二三代 

② 長友 小百合 

③ 木岡 由紀 

実践的教育内容 

急性期病院・回復リハビリ病棟及び療養型病棟を持つ中小病院に

２０年以上勤務している看護師が、臨床実習で経験する事例及び

国家試験を考慮した代表疾患患者の看護を教授する。 

高齢者の認知機能に関する看護の全般は、認知症の認定看護師が

教授する 

学

習

目

標 

1. 加齢に伴う主な疾病や障害の特徴を踏まえた看護を理解する 

2. 健やかに生ききる高齢者への看護とその家族への看護について理解する 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

■３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 
学習方

法 
回数 学習内容 学習方法 

1回 

2回 

3回 

4回 

5回 

6回 

(烏野) 

 

 

１．高齢者に多い疾患の理解

と 

健康障害に応じた看護 

※病態生理・症状・診断・治

療、期別看護の要点 

（家族看護も含む） 

 

１）脳神経・脳血管疾患 

２）心疾患 

３）糖尿病 

４）呼吸器系疾患 

５）がん 

６）骨・関節疾患など 

 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

7回 

8回 

9回 

10回 

11回 

(長友) 

 

12回 

13回 

14回 

(木岡) 

 

 

15回 

(烏野) 

２．認知機能の障害のある高

齢者の看護 

１）うつ 

２）せん妄 

３）認知症 

 

 

３．エンドオブライフケア 

１）死に向けての準備 

２）生ききることを支えるケ

ア 

３）意思決定への支援 

４）家族への支援 

 

まとめ・終講試験 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

講義・ 

 試験 

評価 

方法 

筆記試験   100点 

（ ①50点 ②35点 ③15点 ） 
教科書 

系統看護学講座 専門分野 

 老年看護学 

 老年看護 病態・疾患論（医学書院） 

 



 

【 専門分野 老年看護学 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

高齢者の暮らしを支える看護Ⅲ 1 15時間（8回） 2年次・後期 
西 真理子 

（松下 由紀子） 

実践的教育内容 
老年看護学担当教員が領域のまとめとして、ペーパーぺイシェン

トによる看護過程展開技術を教授する 

学習

目標 

1. 老年期にある対象の特徴や健康の状態を理解し、看護過程の展開を通して看護を見出すこと

ができる 

 

D 

P 

と 

の 

関 

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

■３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

■７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1回 

2回 

3回 

4回 

5回 

6回 

7回 

 

 

 

 

 

8回 

（西） 

 

 

 

 

 

 

疾患をもつ高齢者への看護

（看護過程の展開） 

・情報の意味を考える 

・疾患、症状の理解 

・社会保障システム 

・安全・安楽・安心 

・家族看護 

・倫理的配慮 

 

上記の視点を含めて展開し

実施する 

 

まとめ・終講試験 

講義・演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

 

 

 

 

 

講義・ 

 試験 

   

評価 

方法 

筆記試験   50点 

レポート試験 50点 
教科書 

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 

 老年看護 病態・疾患論（医学書院） 

 


